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古文を読み味わう能力を高める指導法の工夫 
 

酒 井 ま ゆ み１ 

生徒の心をとらえる古文の授業づくりを実現するために、段階を追って作品を読み進める指導法を考えた。

第１段階では、教具を工夫し、言葉や表現を手がかりに古人の心情を読み取らせる。第２段階では、グルー

プワークによる他作品との比較読み、表現活動、さらに舞台映像の視聴も取り入れながら、作品を重層的に

理解させる。この指導法による授業の実践を通して、古文を読み味わう能力の高まりを検証した。 

  

は大切と思う」と答えた生徒が84%にのぼる一方で、「古

文学習は難しい」と答える生徒が89%もいた。「古文は

受験のためには必要」であるが、「助動詞等の文法事

項がわからない」等、言葉や文法の煩雑さから次第に

学習を困難に思う生徒の意識がうかがえた。 

はじめに 

 

平成18年12月に、教育基本法が改正され、豊かな人

間性の育成や伝統の継承を目指す教育の推進等が規定

された。それを踏まえた学習指導要領改訂の指針であ

る、平成20年1月の中央教育審議会答申では、言語は「コ

ミュニケーションや感性・情緒の基盤である」とした

うえで、「言語活動の充実」や、「伝統や文化に関す

る教育の充実」が改善事項として挙げられている。ま

た、同答申の「各教科・科目等の内容」の「国語」の

中には、「我が国の言語文化を享受し継承・発展させ

るため、生涯にわたって古典に親しむ態度を育成する

指導を重視する」という記述が見られる。 

生徒が古文に対して隔たりを感じ、学習から遠ざか

りつつある状況において、求められているのは、作品

の魅力に触れさせ、生徒の心をとらえる古文の授業づ

くりであると考え、「古文を読み味わう能力を高める

指導法の工夫」を研究テーマとして設定した。 

 

２ 古文を読み味わう能力とは 

高等学校学習指導要領では、国語科の科目「古典」

の目標は、「古典としての古文と漢文を読む能力を養

うとともに，ものの見方，感じ方，考え方を広くし，

古典に親しむことによって人生を豊かにする態度を育

てる」となっている。この目標を達成するためには、

前述の教育課程実施状況調査で課題があると指摘され

た「古典を読み味わう能力」を高める指導の充実が求

められる。この「読み味わう能力」とは、端的に言え

ば、作品を読解し、さらに鑑賞する能力ということに

なろう。古文の読解と鑑賞について、石井(1982)は、

読解を「対象を対象として知的・分析的に認識理解す

る」もの、鑑賞を「対象を自己のものとして情緒的・

総合的に感得する」ものと定義している。それらを踏

まえて、本研究における「古文を読み味わう」とは、

意味内容を読み取るだけでなく、作品を深く理解し、

鑑賞し、得た思いを表現し、伝え合う段階までを含む

ものととらえる。「古文を読み味わう能力」を高める

ことで、古文の豊かな世界に触れさせることができれ

ば、古文学習、ひいては日本の伝統や文化への関心も

高まり、生涯にわたって古典に親しむ態度も養われる

ものと考える。 

生徒の感性や情緒を育み、言語力を身に付けさせる

ためには、古典の中でも、我が国固有の言語文化であ

る古文の優れた表現や奥深い思想に触れさせることが

有効である。また、古文学習を通して日本の伝統や文

化を受け止めることは、自己を見つめ直し、他者及び

異文化理解の基礎を培うことにもつながると考える。 

本研究では、古文を対象として、伝統や文化に関す

る教育の重要性を念頭に置きながら、古文学習の指導

法の工夫について探究した。 

 

研究の内容 

 

１ テーマ設定の理由 

平成17年度高等学校教育課程実施状況調査において、

古典を読み味わう能力や古典の言語事項に課題がある

ことが指摘された。また、同質問紙調査によると、古

文が好きと答えた生徒は全体の8.5%に過ぎず、否定的

な回答をした生徒は全体の72.7%にものぼった。古文学

習においては、学力と学習意欲の両面に課題があるこ

とが明らかになり、前述の中央教育審議会答申の内容

と関連する結果になっている。  

３ 研究の仮説 現在の高校生は、文語に触れる機会がきわめて少な

く、古文学習をとらえどころのない難しいものと感じ 藤原(1974)は、文章の素材に着目し(素材読み)、文

法に留意して構造をとらえ(文法読み)、その上で高い

段階の読み(表現読み)に到達する「読解の三段階法」

を提唱した。伊東(2003)は、藤原の読解法が「古文読

ている。所属校の生徒への意識調査では、「古文学習 
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解にきわめて有効な方法である」と述べている。古文

学習の実状を踏まえ、生徒に無理なく内容を理解させ、

深い読みへと導くためには、段階を追った読みの指導

の工夫が必要であると考える。 

古文の指導においては、生徒の知識が少ないために、

教師が一方的に教授する授業形態が取られがちである。

しかし、深い作品理解に至るためには、生徒が主体的

に活動し、自ら作品にかかわる場面を授業の中に設け

ることが必要である。また、作品を単独で読解するだ

けでなく、他の作品との比較や、友人との学び合いを

通して、重層的に作品をとらえることで、作品理解は

一層深まり、作品を読み味わう能力も高まるものと考

える。先行研究と古文学習の現状とを踏まえ、次のよ

うな仮説を立てた。 

段階を追った読みの指導法を工夫し、古文の作品を

主体的かつ重層的に理解させることで、生徒の古文を

読み味わう能力が高まるだろう。 

 

４ 検証授業 

(1）検証授業の概要 

研究の仮説を検証するため、平成 19 年 10 月に神奈

川県立七里ガ浜高等学校第２学年「古典」選択者２ク

ラス 59 名を対象に、単元名を「『平家物語』を読み味

わう」として、検証授業を行った。 

ア 授業の組み立て 

検証授業は、読みの段階を２つに分けて組み立てた。 

第１段階では『平家物語』を読解し、第２段階では

副教材と比較読みをし、その成果を表現し、舞台映像

の視聴を重ねていくという構成である。 

イ 教材について 

 第１段階の教材･･･『平家物語』の「敦盛最期」 

第２段階の教材･･･上記の作品と、謡曲『敦盛』・ 

歌舞伎台本『一谷嫩軍記（いちのたにふたばぐんき）』

軍記物語の最高傑作といわれる『平家物語』は、鎌

倉に位置する七里ガ浜高校の生徒にとって、ゆかりの

深い作品である。なかでも「敦盛最期」は、生徒と同

年代の登場人物の生き様が描かれ、心理描写にも優れ

ている。『平家物語』は、能・浄瑠璃・歌舞伎等、後

代の芸能に影響を与えており、仮説のように、段階を

追って重層的に読みを深めるために、「敦盛最期」を

もとに室町時代に創作された謡曲『敦盛』と、江戸時

代に書かれた浄瑠璃を原作とした歌舞伎の台本『一谷

嫩軍記』とを副教材とした。 

謡曲『敦盛』は、一の谷の合戦後、亡霊となった敦

盛が、熊谷（蓮生法師）の前で思いの丈を語り、恩讐

を超えて相手を許すという内容である。歌舞伎『一谷

嫩軍記』は、敦盛の身代わりとして我が子小次郎を犠

牲にする熊谷の苦悩が描かれる。いずれも、もとの『平

家物語』の主題を発展・深化する形で翻案された作品

であり、教材の示し方を工夫することによって、高校

生にも十分に読み取れる内容と考えた。 

『敦盛』は、観世流の謡本を本文として 3 分の 2 程

度に抜粋し、『一谷嫩軍記』は、「組討の場」「熊谷

陣屋の場」の本文を場面ごとに抜粋し、そこに、あら

すじやイラスト、歌舞伎の舞台写真等を加えて、視覚

的にも理解しやすい、平易な教材を作成した。 

単元の指導と評価の計画は第１表の通りである。 

 
第１表 単元の指導と評価の計画(各授業時間は65分である) 

ねらい 学習活動 評価の観点
と方法 

１

時

○作品について基礎的

な知識を持ち、学習意

欲を高める。 

『平家物語』の基礎知識を持つ。
･『平家物語』のデジタル教材を視聴し、

小テストで内容を確認する。 

･地図や、甲冑のレプリカを見ながら、時

代背景や合戦のあらましを理解する。

【知識・理解】

小テスト・ 

ワークシートの

記述の点検 

２

時

○助動詞等の働きから

本文内容を読み取る。

○会話に着目して、登

場人物の心情や立場を

理解する。 

『平家物語』「敦盛最期」前半の

内容を読み取る。 
･助動詞カードを用いて助動詞を学び、文

意の読み取りに役立てる。 

･会話を自分の言葉で表現し、作中人物の

身分や立場の違いに気付く。 

【知識・理解】

ワークシートの

記述の分析 

 

第

１

段

階

の

読

み ３

時

○心情語に着目し、登

場人物の心情を読み取

る。 

○人物像や主題をとら

える。 

『平家物語』「敦盛最期」後半の

内容を読み取る。 
･「あはれ」「いとほし」等の表現から、

熊谷の心情の推移を考える。 

･人物像や主題についてワークシートに

記入し、第 1段階の感想文を書く。 

【読む能力】

ワークシートの

記述の分析 

感想文の記述

の分析 

４

時

○「敦盛最期」をもと

にした他作品に、興

味・関心を持つ。 

○個人で比較読みを

し、意見を持った後、

グループワークで比較

読みをする。 

『平家物語』「敦盛最期」と、 

謡曲『敦盛』・歌舞伎『一谷嫩軍

記』との比較読みをする。 
･個人で比較読みをした後、意見を持ち寄

り、グループワークで比較読みをし、共

通点や相違点を見付ける。 

【関心･意欲・

態度】 

行動の観察 

【知識・理解】

ワークシートの

記述の点検 

５

時

○グループワークを通

して、異なる視点や考

えに触れ、自分の考え

を深める。 

比較読みの発表準備をする。 
･比較読みを進め、変化の理由や創作意図

を考える。 

･印象に残った一文を抜き出し、自分たち

の表現で現代語に置き換える。 

･表現活動の形態を決め発表準備をする。

【関心・意欲・

態度】 

行動の観察 

【読む能力】

ワークシートの

記述の点検 

６

時

○発表を通して学び合

い、作品理解を深く確

かなものにする。 

比較読みの成果を発表する。 
･グループごとに、自由な表現で場面を伝

え、作品間の変化とその理由・創作意図

について、意見を述べる。印象に残った

一文についても理由と共に発表する。

･相互評価をする。 

【関心・意欲・

態度】 

評価シートの

記述の点検 

【読む能力】

ワークシートの

記述の点検 

第

２

段

階

の

読

み

７

時

○様々な古典芸能に興

味を持ち、古文に親し

む態度を養う。 

能『敦盛』・歌舞伎『一谷嫩軍記(熊

谷陣屋の場)』の映像を視聴する。
･作品の基礎知識を復習する。 

･まとめの感想文を書く。 

【関心・意欲・

態度】 

行動の観察 

【知識・理解】

ワークシートの

記述の点検 

【読む能力】

まとめの感想文

の記述の点検

(2)検証授業の実際 

検証授業の実際の流れについて、読み味わう能力を

高める指導法の工夫とその時の生徒の様子とを、生徒

が書いた授業後の感想等を交えながら、段階ごとに述

べる。        

ア 第 1 段階における指導法の工夫と生徒の様子 

・ICT の活用 

段階を追って読みを深めるためには、正確な作品理

解と内容把握とが前提となる。本研究ではICTを活用す

ることで、限られた授業時間を有効に使い、必要な知

識を指導できるように工夫した。具体的には、導入と

して、デジタル教材(NHK10ﾐﾆｯﾂﾎﾞｯｸｽ『平家物語』)や、

写真・図をプロジェクターでスクリーンに投影し、時
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代背景や作品を理解させた。 

また、本文の読解では、黒い背景色のスライド上に

白文字で作成した教材本文を、プロジェクターで黒板

に直接投影した。授業の進行に合わせて、必要な本文

を瞬時に映し出すことで、板書時間が短縮された。ま

た、チョークで傍線や解説を書き込むこともできた。 

ICTの活用は、生徒の集中力を高めることにもつなが

った。具体的には、内容確認の小テストの後、解答や

文学史的事項を即時に黒板に投影して、自己採点をさ

せた。合戦場となった須磨の地形図も、生徒の手元の

ワークシートと同じものを投影し、源平両軍の動きを

書き込みながら、短時間で理解をさせた。ICTを活用し

た指導法の工夫により、生徒を飽きさせないテンポの

良い授業運びが可能となった。 

・助動詞カードの考案 

 所属校の生徒への意識調査で苦手意識が最も強かっ

た助動詞を、生徒に無理なく学

ばせるためにカード式の教具を

考案し、作成した。第１図のよ

うに、意味等を文字で、活用形

と接続を色と位置で示しており、

縦に連ねて見ることで語相互の

接続を視覚的に理解させるもの

である。裏面には基本形のみを

示し、復習に活用する。黒板に

磁石で貼る大判の教師用カード

も用意した。生徒は色と位置に

よって接続がわかることに興味 

を示し、覚える事項の範囲にも目安ができたようだっ

た。「色分けされて理解しやすい」「これで助動詞を

マスターしたい」と授業後に感想を述べる生徒もいた。 

・ワークシートの工夫 

限られた時間で確実に内容理解をさせるために、ワ

ークシートを工夫した。課題として解かせ、授業前に

提出させる。観点別評価を記入して返却することで、

理解度に合わせた、生徒の読みを生かした授業が可能

になった。誤記や不十分な記述は添削し、コメントを

加えることで、正確な知識・理解の定着を図った。予

習段階では設問を難しいと感じた生徒も、「一度自分

で考えたことが、すぐに授業で解説されるので、興味

が持て知識も定着した」と述べていた。白紙の解答に

はＣの評価を付けて返却し、再提出でＢにする旨を伝

えると、未提出や無記入の解答はほとんどなくなった。 

・言葉や表現を手がかりにした読み 

文法事項や重要単語を覚えても読解に役立てること

ができず、学習を無意味に感じ、意欲が低下する生徒

が多い。そこで、発問を工夫し、読解の鍵となる言葉

や表現を手がかりに、正確で豊かな読みができること

を実感させた。たとえば、自己の願望を表す助詞「ば

や」から人物の心情の推移を読み取らせ、助動詞「ま

じ」から登場人物の強い感情を理解させた。また、形

容詞「いとほし」等の心情語の多寡を分析させ、客観

的な根拠に基づいて心情や主題を把握させた。 

このように、言葉や表現に着目することで、恣意的

ではない、的確な読みができることに気付き、古文は

自分の力で読めると感じたころから、学習に前向きに

取り組む生徒が多くなった。また、この学習を通して、

原文ならではの味わいや古語の持つ言葉の力を感じ取

り、「言葉一つひとつから心情がどんどん伝わり切な

くなった」と述べた生徒もいた。「文法学習は内容を

つかむためのものということがわかった」「助動詞を

勉強すればもっと古文が読めるようになる」等、文法

学習の本来の意義を理解した生徒も多かった。 

・古文への距離感を縮め、実感を持たせる工夫 

活字から未知の世界をイメージさせることは難しい。

そこで、実物を見せ、触れさせることで、古文世界へ

誘うきっかけを作った。具体的には、甲冑のレプリカ

（伊勢原道灌祭の借用品）を実際に生徒に着せ、装束

描写や戦い方について説明をした。また、作中人物の

会話を自分の言葉で表現させ、身分や立場、心情を実

感させた。これらの工夫によって、生徒は短時間で作

品の雰囲気をつかみ、理解も深まった。授業の活性化

とともに、古文への距離感を縮めることにつながった。 

第１段階の読みでは、これらの指導法の工夫から、

生徒は、初読の時には無味乾燥に思えた古文の中に、

生きて躍動する人間の姿を発見し、感想には「私が熊

谷だったら」「敦盛は自分と同世代なのに」等、実感

を伴った共感や批判が次第に出てくるようになった。 

イ 第２段階における指導法の工夫と生徒の様子 

・比較読み 

第 1 段階で読み取ったことを、さらに深め、自己の

ものとして感得させるための工夫として、本研究では

比較読みを取り入れた。主となる古文作品と同じ題材

を扱った別の作品とを読み比べることで、共通点や相

違点を発見させ、書き手の意図や表現の特徴に生徒自

身が気付いていく主体的な学習を組み立てた。 

謡曲・歌舞伎台本といった未知の教材に不安感を持

つ生徒もいたため、海外での歌舞伎公演の画像を紹介

した。言葉が直接通じなくても高い評価を受けている

ことを知らせ、積極的に学習に取り組ませるための動

機付けとした。次に、あらすじから作品を選ばせ、作

品別に数人のグループを作り、教材を配布した。謡曲

グループは静かに本文に読みふけり、歌舞伎グループ

は意外な展開に驚きの声を上げた。生徒は感覚的にそ

れぞれの芸能の質や享受の在り方をつかんでしまうよ

うだった。続いて、読みの交流を通して『平家物語』

との相違点を考察させ、その変化の理由や創作意図に

ついて検討させた。生徒は「敦盛最期」を再度読み返

し、謡曲や歌舞伎台本との相違やその理由を考えるう

ちに、作品を単独で読んでいたときには気付かなかっ

第１図 助動詞カード
（矢印は接続を示す） 
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たことを読み取るようになった。指導者は、机間指導

やワークシートのコメントを通じて、適切な助言を与

え、励まし、自信を持たせながら、話し合いの活性化

と読みの深まりを支援した。 

・グループワークと TT（ティームティーチング） 

受動的になりやすい古文学習において、生徒主体の

読みを進めるために、グループワークを取り入れた。 

気付きや発見を重視したグループワークからは、教

員主導の授業形態にはない視野の広がりが期待できる。

学び合いの質を高めるために、該当クラスの古典担当

教員との TT を実施した。２人で机間指導を行い、生徒

の疑問に答え、気付きに的確な言葉を与えながら、発

表への方向性を示唆し、速やかな発表準備につなげて

いった。グループワークと TT を組み合わせることで、

すべてのグループへの指導が行き届き、生徒の主体的

な読みを深めさせることができた。 

本文を声に出し、調べに聞き入ったり、何度も本文

を読み、疑問点を解明したりと、生徒達はグループワ

ークによって、主体的に作品と対峙し、そこから何か

をつかみ取ろうとしていた。「知識ゼロからのグルー

プワーク、自分たちで懸命に考え、わかった時は本当

に楽しい」と感想にあったように、終了のチャイムに

気づかないほど、集中して読み、話し合う姿が随所に

見られた。 

・表現活動（発表） 

活字から読み取ったものを、表現して相手に伝える

ためには、深く確かな作品理解が必要となる。発表を

目標に置くことで、グループワークも真剣なものにな

る。生徒主体の授業展開の山場である発表の場を設定

して、授業の活性化を図り、また、相互評価やコメン

トを読み合うことで、重層的な作品理解をねらった。 

発表は全員が関わるという条件で行ったが、２クラ

ス 10 のグループにおいて、生徒全員の積極的な活動が

みられた。具体的には、ペープサート（紙人形劇）や

紙芝居、劇化等、自由な表現方法で場面を伝え、その

うえで、比較読みの成果を発表する。読み取ったこと

を効果的に伝えるために、各グループは発表原稿とと

もに、人物系図や制札・マネキンの首等の小道具を準

備し、本番では甲冑のレプリカを着用したり、演技を

止めて説明を加えたりと様々な工夫を凝らしていた。 

比較読みの成果として、あるグループは、『平家物

語』で多くを語らなかった敦盛が、謡曲では饒舌であ

る点を指摘し、理由を「死ぬことで初めて平家の大将

軍としての立場やプライドから解放されたため」とし、

16歳の若者としての思いが伝わってきたと述べた。「平

家物語であまりに悲劇的だった２人に、少しでも救い

を与えるために能が作られた」と創作意図をとらえ、

「前作での苦しみ・悲しみは消え、晴れ晴れとしてい

た」と、作品観を説明した。また、『一谷嫩軍記』で

は、熊谷の出家の理由が異なる点に着目したグループ

は、「あやめた人物が違っても、その人に対する熊谷

の思いはとても深い」とし、「時代と己の信念との間

で葛藤する様は現代人にも当てはまる」と解説した。

また、「平家物語にはない女性を登場させたのは、子

を失う親の悲しみを観客に共感させるため」と指摘し

たり、敦盛の身代わりとなった小次郎に共感して、「死

を選んでまで守る大切なものがあった点で平家物語の

敦盛と共通している」と指摘したグループもあった。 

表現活動を通して実感を伴う読みが確立し、発表を

互いに見合うことで、疑問が解消されたり、友達の読

みの深さに感嘆したりと、貴重な学び合いの機会にも

なった。評価シートに相互評価とコメントを記入させ、

後日、印刷をして配付し、振り返りとしたが、自分た

ちの意図したことが伝わった喜びや、不十分だった点

の反省等を口にしながらも、達成感を味わっていた。 

・舞台映像の視聴 

発表に続いて、能『敦盛』、歌舞伎『一谷嫩軍記（熊

谷陣屋の場）』の舞台の映像を視聴させた。グループ

ワークで謡曲や歌舞伎の内容や特徴をつかみ、発表で

自らが表現者となる経験をした後に、舞台映像を見せ

る順序を取ることで、今まで敬遠していた古典芸能に

関心を持って触れさせ、自分たちの読みを確認・深化

させる効果をねらった。 

映像教材には平成19年8月、藤沢遊行寺で上演された

薪能『敦盛』を撮影したものと、市販の歌舞伎のDVD

を使用し、生徒が選んだ場面を中心に、それぞれ15分

程度で視聴させた。反応は良好で、特に発表した場面

や、担当した人物が登場すると強い興味を示し、画面

に見入っていた。能を見て「穏やかな空気の中にも何

とも言えない悲しさと無念さが表現されている」と感

想に書いた生徒や、歌舞伎を見て、演じる役者の表情

から息子を身代わりにせざるを得なかった熊谷の苦悩

の深さに初めて気付き、胸を衝かれた生徒も多かった。

このように、発表の時点での読みは、古典芸能を映像

で見ることによって、さらに深まっていった。 

第２段階では、『平家物語』を謡曲・歌舞伎と比較

読みすることにより、第１段階での「敦盛最期」の読

みを踏まえて、より多角的に深く作品を読み、味わい、

かみしめることができた。敦盛や熊谷といった登場人

物の生き方に対しても、自分のことのように痛切に感

じ、心を動かしていく生徒が多かった。 

(3)検証授業の結果 

検証授業の結果について、授業実践の前後に行った

アンケート、調査テスト、各段階の最後に書かせた感

想文の３点を分析しながら考察した。 

ア アンケート結果から 

今回の検証授業（単元『平家物語』を読み味わう）

について、62%の生徒が「楽しく興味が持てた」と回答

し、「どちらかといえば楽しく興味が持てた」と答え

た生徒と合わせると98%になった。続いて、第１段階と
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第２段階の学習とに分けて質問をしたところ、第２図

のように、肯定的な回答が段階を追って増加した。 

また、各段階の学習に楽しく興味が持てた主な理由

については、第２表の通りであった。 
 
第２表 第１段階と第２段階の学習に興味が持てた理由 

第１段階 （複数回答可）  

登場人物の心情がつかめるようになったから 82%

当時の人のものの見方・感じ方・考え方を知ることができたから 57%

古い言葉を学ぶことで語彙が増え、言葉の感覚が磨かれたから 13%

助動詞等の言葉の働きを使って文章を読むことができたから 11%

第２段階 （複数回答可）  

比較読みでそれぞれの作品の特徴やよさがわかったから 73%

表現活動を通して実感を伴って理解することができたから 55%

グループワークで友達と意見交換ができたから 49%

作品を支え、伝えてきた人々の存在を意識することができたから 18%

第１段階では、古人の心情や考え方をとらえる力が

ついたことが興味・関心につながり、第２段階では、

比較読みや表現活動等の新たな工夫によって、内容を

深く読み取り、味わうことができたと感じるにつれて、

興味・関心もさらに高まったことがうかがえた。また、

「作品を伝えてきた人々の存在を意識することができ

た」等、古文学習に対する意識の変化も見られた。 

続いて「日本の文化や古典芸能（能・歌舞伎等）に

興味・関心があるか」という質問について、事前アン

ケートでは16%の生徒が「ある」と回答し、見たことが

ある生徒は26%であった。事後には「能・歌舞伎などの

日本の古典芸能に興味・関心を持ったか」という質問

に40%が「持った」と答え、「どちらかといえば持った」

とあわせると、96%になった。「今後、能・歌舞伎を見

たいと思うか」では、33%が「思う」と回答し、「どち

らかといえば思う」を合わせると、92%であった。自由

記述の中には、「優雅できれい」「圧倒された」等の

感想や、「知らなかったが、日本の文化はすごい」と、

強い関心を寄せたものも多かった。また、「感情の起

伏を感じ取ることができた」と心情理解の助けになっ

たとするものや、「自分達の発表にくらべ、比較にな

らないほど上手だった」と、表現活動との関連を述べ、

役者の卓越した技量に気付く生徒もいた。このように、

第２段階で表現活動と併せて能・歌舞伎を映像で見せ

たことは、日本の文化を伝える古典芸能について、ほ

ぼ全員に興味・関心を持たせることにつながった。ま

た、多くの生徒が、事前学習の必要性を述べたが、指

導者の側がすべてを解説してしまうのではなく、生徒

自身の活動の中で、ストーリーや特質を把握させたこ

とが、興味を引き出し、理解を助けたと考える。 

今回の単元を終えて、「古文を読み味わう能力が高

まったと思うか」と質問し

たところ、生徒の自己評価

ではあるが、第３図の通り

96％が肯定的に答えた。            

第２図

検証授業前後の古文学習

に対する意識の変化を見る

と、事前では、高等学校の

古文学習に対して、「楽しく興味が持てる」と答えた

生徒は13%で、「どちらかというと楽しく興味が持てる」

と合わせて６割弱であったのに対して、事後アンケー

トの自由記述では、９割以上の生徒が古文学習に興

味・関心を持つようになった旨を書いた。古文は「と

らえどころがなく難しい」という意識も「読めればこ

んなに面白いものはない」と変化し、「もっといろい

ろな古文を読んでみたい」「能や歌舞伎を実際に見て

みたい」と、今後も積極的に古文や古典芸能に親しん

でいこうとする態度を身に付けた生徒も多かった。 

以上のアンケートの結果からは、段階を追った指導

法の工夫により、作品への興味・関心と読む能力とが

密接に関連しながら漸層的に高まり、その経験によっ

て古文学習や古典芸能に対する意識も変わっていった

ことがわかった。 

イ 事前事後調査テストから 

『平家物語』「敦盛最期」本文についての事前事後

調査テストの正答率を比較すると、第４図の通りであ

った。なお、知識・理解と読む能力は同一問題、助動

詞は類似問題を出題しての調査である。 

 

範囲を限定した同一問題、類似問題による調査テス

トの結果ではあるが、知識・理解、文法（助動詞）、

読む能力が、それぞれ高まっていることが分かる。 

読む能力を問う設問に顕著な伸びが見られるが、解

答の記述内容にも明らかな質的な変化が見られた。特

に、抽象的な感情を説明させる設問では、事前テスト

に無記入や稚拙な表現が多かったのに対して、事後テ

ストは解答の文章量が増え、獲得した語彙を使って表

現しようとする態度が身に付いたことがわかった。「宿

命・心の叫び・覚悟・潔い・健気・命乞い・優雅」等

は事前テストには見られなかった言葉である。 

 第１段階と第２段階の学習の比較

第３図 読み味わう能力 

第 1 段階 

古文を読み味わう能力が
高まったと思うか

そう思う
　　５２％

どちらかとい
えばそう思う

　　４４％

どちらかといえば
そう思わない
　　　　４％
そう思わない
　　　　０％

第 2 段階 

0% 80% 20% 60% 40% 100%

63.1

45.1

68

16.8

34.6

38.3

0 20 40 60 80

読む能力

文法(助動詞）

知識・理解

％

事前

事後

第４図 調査テストの正答率の比較 

どちらかといえば楽しく興味が持てた

どちらかといえばつまらないし
興味が持てなかった つまらないし興味が持てなかった

楽しく興味が持てた 

第２図 第１段階と第２段階の学習の比較 
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ウ 感想文の記述から 

第１段階の最後と、第２段階の最後とにそれぞれ感

想文を書かせ比較をしたところ、文章の量が、400字程

度から1500字程度に増え、内容も質的に変化した。第

１段階の感想では、敦盛に対して、「かっこいい・す

ごいと思う」「非現実的で信じられない」等、表面的

な理解や違和感を述べたものが目立っていたが、まと

めの感想文では、「平家の大将軍としての自分の運命

に従って生きた点に感動した」「誇りを持ちその地位

にふさわしい自分であろうとする意志が見える」「こ

の悲劇は何ともいえない雅びと美しさを併せ持つ」と、

理解が深まった。熊谷に対しても、功名心と情との間

で揺れる武士というひととおりの理解から、「人間的

で不器用な熊谷がどこか愛しい」「人としての心を押

しとどめることのできなかった彼をたたえたい気持ち

でいっぱい」「まるで現代文の小説を読むようだった」

というように、自分なりに登場人物に感情移入してい

く姿が見て取れた。「敦盛の感情をあえて書かなかっ

たことで、無駄のない潔い文章になり、切なく美しい」

と、『平家物語』の表現の特徴に生徒なりに迫ったも

のもあった。また、「昔の人の行動を貫く信念や誇り

等、日本の良い点を残して行くことは必要ではないか」

と、自国の伝統や文化を継承することの大切さを述べ

たものも見られた。感想文の記述からは、段階を追っ

て古文を読む力が付き、作品を深く読み味わうことで、

生徒のものの見方・感じ方・考え方も豊かなものにな

ったことがわかった。 

以上のように、アンケートにおける生徒の意識の変

化や自己評価、調査テストの数値の変化、感想文の記

述の量的・質的な変化から、段階を追った指導法の工

夫によって、古文を読み味わう能力が高まったことが

確認され、仮説は検証されたと考える。 

 

５ 研究のまとめ 

本研究では、段階を追った読みの工夫が、生徒に無

理なく作品を理解させ、さらに深い読みへと導き、読

み味わう能力を高めることを検証した。第１段階では、

指導者の働きかけによって、言葉や表現に根拠を求め

て読解をする態度を身に付け、登場人物の心情理解を

深め、さらに、文法学習の意義にも気付くようになっ

た。第２段階では、学び合いや伝え合いといった生徒

の主体的な活動を通して、それぞれの作品のよさや特

質に気付き、振り返って『平家物語』「敦盛最期」の

主題をさらに読み深めることができた。比較読み、表

現活動、舞台映像の視聴等を通して重層的に作品を理

解し鑑賞することによって、古文の豊かな世界を知り、

日本の伝統や文化に関心を寄せる生徒も多くなった。 

また、それぞれの読みの段階で抱いた思いを文章化

させたことで、語彙力や表現力が身に付き、読み味わ

う能力の高まりを生徒自身に自覚させることにもつな

がった。古典を読んで心を動かし、それを表現する習

慣が付いたことは、次の漢詩の単元において、生徒が

前向きに学習に取り組み、長い感想文を書くようにな

ったという、所属校の報告からも確認された。 

主体的な活動を重視するグループワークは、生徒の

感受性を刺激し、思考を深めさせる効果が期待できる

反面、個々の読みに指導者の目が行き届かず、誤った

方向に学習が進んでしまうこともある。今後、グルー

プワークにおいて、どのように正しい知識に基づいた

充実した授業展開を図っていくかが課題である。 

今回、古典芸能が比較読みの対象として有効なもの

であることが確認できた。『伊勢物語』『源氏物語』

等においても、古典芸能と関連させた授業は可能であ

ろう。また、比較読みの対象としては、他に、たとえ

ば『平家物語』では、勅撰和歌集や、影響関係が指摘

される漢文作品、現代評論等も考えられる。いずれの

場合にも、生徒に理解しやすい形で教材を精選するこ

とが重要と考える。 

 

おわりに 

 

「古文の文章の言葉に無駄なものは一つもないと知

った」と生徒が感想に書いた。若いときに日本語の美

しさや魅力に触れる経験、心を動かし視野を広げる経

験を積むことは、自国の文化を理解し、それを尊重し、

誇りに思い、継承しようとする態度につながっていく。       

日常的には文語に触れる機会の少ない生徒達だが、

作品の魅力に触れさせ、気付きを促すことができれば、

柔軟な感性と新しい視点で、古典の現代的な価値をと

らえることができる。古典学習の新たな可能性を今後

も探究していきたい。 
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